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サトーの存在意義

優れた製品・サービスで
お客さまの新たな価値を創造し、

より豊かで持続可能な世界社会の発展に
貢献することを使命とします。

MISSION 
サトーの存在意義

VISION 
めざすべき経営の方向性

お客さまに最も信頼され、
お客さまと共に成長し、
変わりゆく社会から

必要とされ続ける会社になること。

自動認識ソリューションでさまざまな産業の未来を支える
　社会は今、デジタル技術の進展により、さまざまな産業においてデータ活用の重要
性が急速に高まっています。サプライチェーンの高度化やオペレーションの複雑化が
進む中、現場の状況を正確に把握し、データに基づいて意思決定を行うことが、競争
力の前提となりつつあります。
　こうした社会において求められているのは、「現場で正確にデータを取得し、活用で
きる仕組み」です。どれだけ高度なシステムやAIが存在しても、その基となるデータが
正しく取得されなければ、価値を生み出すことはできません。
　サトーは、自動認識ソリューションを通じて、モノや人に情報をひも付け、現場で
データを取得し活用できる基盤を提供しています。この「データの入口」を担うこ
とで、小売、製造、食品など、さまざまな産業の基盤を支えています。データ活用
の重要性が高まるほど、現場で正確にデータを取得する仕組みの価値は拡
大していきます。サトーは、社会の変化とともに、その役割を広げながら、
持続的な価値創出に貢献していきます。

企業がIoT・AI等のシステム・サービスを通じて
データを収集・解析する目的（2024年：n=479）
（%）

地域別 生産年齢人口比率の変化（2010年との差）

（ポイント）

安心・
安全正確 省資源省力 環境 感動

高まる現場データ活用の重要性 主要産業地域で働き手の比率が低下

現場のデータ活用を支える
技術革新を実現
熱転写方式バーコードプリンター開発（1981年）

約7.7万件の顧客接点
当社顧客管理システムの登録件数（日本）※1
※1 同一企業が拠点・部門単位で複数件登録されている場合あり

90以上の国・地域
事業展開（拠点：27の国・地域）

幅広い産業で導入
小売、製造、食品、物流、医療、公共

Well-
being

出典：総務省「情報通信白書 令和7年版 データ集」を基に当社作成

効率化・業務改善 88.1

27.9

30.8

17.5

13.6

6.9

事業の全体最適化

新規事業・経営

顧客サービス向上

事業継続性

その他

（注）15～64歳人口の総人口比。2024年以降は中位推計。国連地域区分（東アジアはアジアの内訳）
出典：United Nations, World Population Prospects 2024を基に当社作成

　北米  　中南米・カリブ海  　欧州  　アジア  　参考：東アジア  　オセアニア  　アフリカ
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競争優位性の源泉

モノや人に情報を付ける、
タギングを起点としたビジネスモデル
　サトーは、モノや人に情報をひも付ける「タギング」を起点にして、現場
から得た情報を高度に管理・活用する仕組みを提供することで、お客さま
固有の課題解決を支えています。現場ごとの要件を踏まえて、情報を取
得する最適なタイミングと手段を設計できるノウハウが、サトーの強みに
なっています。加えて、実際の業務フローに合致するよう、ラベルやタグ、
プリンターなどの商材・技術を組み合わせた自動認識ソリューションとし
て、お客さまに提供しています。タギングはサプライチェーンにおける情
報の起点となるため、一度導入されると業務プロセスに深く組み込まれ、
継続的な価値創出を支えています。

継続利用によるリカーリング売上が収益基盤を支える
　サトーのソリューションは、お客さまの業務に組み込まれることで、導
入後もラベルなどのサプライ商品が使用され、定期的な購入が発生しま
す。また、保守サポートやソフトウェア利用に伴う収益も継続的に発生し、
安定した収益基盤を形成しています。さらに、運用を通じて把握した課題
への改善提案が、新たな導入や利用拡大にもつながることで、リカーリン
グ（継続的に発生する）売上が積み上がる構造となっています。

継続的な現場接点がお客さま理解を深め、提案価値を高める
　サトーのビジネスは、導入後の運用フェーズにおいてもお客さまとの
継続的な接点を持つ点に特徴があります。カスタマーエンジニアは保守
サポートを通じて、現場の安定稼働を支えます。営業は法改正や技術進
化などの変化も踏まえながら、提案を重ねることで業務改善を支援しま
す。このように関係が継続するほどお客さまの業務への理解が深まり、課
題解決提案の質と幅が高まる構造となっています。

タギングを支える主な自動認識技術
サトーは現場の課題や運用環境に応じて、最適な技術を選定・組み合わせています。
種類 主な特徴・活用価値

バーコード 安価に導入でき、幅広い現場で活用される最も普及した認識技術

2次元コード 小さなスペースでも多くの情報を扱うことができ、多様な用途で活用さ
れる認識技術

RFID※1 非接触で複数のタグを一括読み取りでき、省人化や作業効率化に貢献
する認識技術

位置測位技術 人やモノの位置・動きをリアルタイムに把握し、業務改善や生産性向上に
活用する技術

ストック型収益モデル 長期接点

リカーリング売上比率※2� 73.7% 主要顧客における継続取引率※3� 96.9%

「タギング」とは
タギングとは、商品や人に情報をひも付け、現場で必要なデータを取得・
活用できる状態をつくることです。サプライチェーンにおける情報活用の
起点となります。

※2 �2025年度実績。サプライ、保守サポート、ソフトウェア利用料によるリカーリング売上の比率 ※3 �2025年度実績。売上の約80%を占める顧客を対象に集計。直近3年間毎年取引のある顧客の
割合（日本のみ）

※1 Radio Frequency Identification：無線周波数識別

　現場で培った知見を組織の力として蓄積
し、それを基に最適なソリューションを設
計・提供する。こうしてお客さまの業務に深
く組み込まれた継続的な関係が、サトーの
安定した収益基盤を生み出す─この価
値創造の好循環こそが、サトーの競争優位
を支える源泉です。

競争優位を生み出す好循環 

協働ネットワーク
（インテグレーション力の発揮）

無形資産の蓄積

ストック型収益モデル 業務プロセスへの組み込み
（スイッチングコストの形成）

長期接点
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情報の「入口」となる業務プロセスへの組み込み
　サトーのタギングの仕組みは、お客さまの業務プロセスに組み込ま
れ、情報の入口として機能しています。そのため、切り替えにはシステムや
運用の見直しに加え、品質評価が必要となる場合があります。また、複数
の商材やサービスを組み合わせることで、品質や安定稼働を支える運用
を実現しています。こうした業務への深い組み込みが、高いスイッチング
コストを生み出しています。

多様な現場知を活かし、最適な解を設計する
　幅広い業界・地域のお客さまが抱える多様な課題に対応するため、サ
トーは自社とパートナーの強みを組み合わせ、最適な自動認識ソリュー
ションを提供しています。自社で強みを発揮すべき領域と外部の力を活
用すべき領域を見極めながら、お客さまごとの課題に応じた構成を設計
しています。知的財産や市場動向の分析も活用し、技術やサービスの最
適な活用方法を見極める力を磨いています。

現場で学び、知見を組織能力へ変える
　サトーの競争優位性は、現場で顧客課題を直接把握し、その解決を通
じて得た知見の蓄積に支えられています。業務プロセスの理解や情報付
与・取得の設計、導入後の改善提案を通じて培われたノウハウは、サトー
ならではの強みです。さらに、こうした知見をグローバルで共有し、各地域
で活用することで、組織全体の課題解決力を高めています。

競争優位性の源泉

1976年から続く「三行提報」

サトーでは、従業員が日々の業務での気づきやお客さまの声、改
善提案などを150文字程度にまとめて経営層に毎日提出する、

「三行提報」という制度を設けています。日々の提出を通じて現場
への意識や課題感度を高めるとともに、経営層は必要に応じて迅
速に意思決定を行い、改善や施策につなげています。

（注）�「三行提報」は、世界のグループ拠点のうち、現時点では約20カ国で導入しており、拠
点によって提出ルールは異なっています。

協働ネットワークスイッチングコスト 無形資産の蓄積

	 プリンター
	 自動貼付機
	 ハンドラベラー 

など

	 スキャナー
	 ハンディターミナル
	 接続ツール など

	 高付加価値ラベル
（粘着・シュリンクス
リーブ・インモール
ド など）

	 食品・飲料・日用品
向けのパッケージ

	 汎用ソフトウェア
	 業務用アプリ 

ケーション 
など

	 ラベル（RFID含む）
	 タグ・チケット
	 リストバンド
	 カーボンリボン 

など

	 機器メンテナンス
	 定期点検 

など

主な商品・サービス

プライマリー
ラベル

保守
サポート

周辺機器

プリンター用
サプライ

ハードウェア

ソフトウェア

グローバルで活用可能なソリューション事例� 320件顧客登録件数※5� 約7.7万件63.4%

42.6% 事業活用特許率※6� 66.6%拠点展開国・地域� 27

主要顧客における
複数商品カテゴリー導入率※4

高い品質要求を伴う市場の売上構成比率
（マニュファクチャリング市場およびヘルスケア市場）

※6 �2025年度実績。保有特許のうち事業で活用されている割合（日本のみ）※5 当社顧客管理システムの登録件数（日本のみ）※4 �2025年度実績。売上の約80%を占める顧客を対象に集計。ハードウェア、サプライ、ソフトウェア、プ
ライマリーラベルの4カテゴリーにおいて、2カテゴリー以上を導入している顧客の割合（日本のみ）
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ビジネスフィールドと拡張領域

多様な市場に支えられた事業基盤
　サトーのビジネスは、モノや人が動くあらゆる
現場を対象としており、幅広い産業に広がってい
ます。多様な現場で培った知見は、業界や地域を
越えて共有され、新たな用途開拓につながって
います。こうした知見の蓄積と活用が、サトーの
価値創出を支える基盤となっています。

ベース事業を構成する5市場※1

	 連結売上高

� 163,434百万円 
� （前年度比+5.6%）

	 連結営業利益

� 11,041百万円 
� （前年度比–10.5%）

	 事業別売上高構成比 	 商品別売上高構成比	 地域別売上高構成比

リテール� 売上高構成比 21.3% マニュファクチャリング� 売上高構成比 31.5% フード� 売上高構成比 10.6% ロジスティクス� 売上高構成比 18.2% ヘルスケア� 売上高構成比 11.1%

2025年度実績

スーパーマーケット、コンビニエンスストア、ド
ラッグストア、アパレル、Eコマース

リードタイム短縮・業務効率化・在庫精度向
上・販売ロス削減

主な産業

主な課題解決

自動車、化学、鉄鋼、機械、電機、電子部品、公
共分野

品質向上・生産性向上・トレーサビリティ強化

主な産業

主な課題解決

食品・飲料製造、外食（レストラン、ファスト
フード、ホテル）、農業・畜産・漁業

食品安全向上・品質管理強化・業務効率化・
法令対応

主な産業

主な課題解決

運輸、卸、倉庫・3PL、郵便業�  

業務効率化・人手不足対応・物流品質向上

主な産業

主な課題解決

病院・クリニック、医薬品、医療機器・医療材料、
臨床検査センター、調剤薬局、血液センター

医療安全向上・トレーサビリティ強化・業務効
率化

主な産業

主な課題解決

※1 売上高構成比は2025年度実績（工場系、プライマリー専業会社は除く。その他、7.3%）
（注）上記5市場の商品別売上高には、販売経路等の事情により最終用途市場を特定できない売上高を含んでいません。このため、各市場の売上高の合計は、ベース事業全体の売上高と一致しません。

商品別売上高  ■■メカトロ  ■■サプライ
（百万円）

商品別売上高  ■■メカトロ  ■■サプライ
（百万円）

商品別売上高  ■■メカトロ  ■■サプライ
（百万円）

商品別売上高  ■■メカトロ  ■■サプライ
（百万円）

商品別売上高  ■■メカトロ  ■■サプライ
（百万円）

ベースベース
85.085.0%%

メカトロメカトロ
40.740.7%%

日本日本
61.261.2%%

プライマリープライマリー
15.015.0%%

サプライサプライ
59.359.3%%

欧州欧州
9.69.6%%

欧州欧州
83.083.0%%

アジア・オセアニアアジア・オセアニア
16.216.2%%

アジア・オセアニアアジア・オセアニア
1.61.6%%

米州米州
13.013.0%%

米州米州
15.315.3%%

ベース事業 プライマリー
専業

15,03415,034

9,0099,009

16,78516,785

9,3529,352

16,71516,715

7,8197,819

17,99117,991

8,8378,837

17,58117,581

10,22010,220

2021 2022 2023 2024 2025

19,66319,663

12,55912,559

21,19321,193

13,73813,738

21,41721,417

13,75113,751

21,99321,993

16,42116,421

22,72422,724

17,65517,655

2021 2022 2023 2024 2025

7,5747,574

3,1933,193

8,0818,081

4,0574,057

8,5678,567

4,0414,041

8,5258,525

4,4194,419

8,4698,469

5,0215,021

2021 2022 2023 2024 2025

11,40811,408

6,0826,082

12,16812,168

5,8645,864

13,04113,041

5,7585,758

13,52913,529

6,0026,002

13,56013,560

9,0139,013

2021 2022 2023 2024 2025

6,8836,883

4,5954,595

7,6447,644

4,6074,607

8,4678,467

4,7674,767

9,0679,067

4,5954,595

9,0409,040

5,0575,057

2021 2022 2023 2024 2025（年度） （年度） （年度） （年度） （年度）

ベース事業
バーコードや商品価格、
製造年月日、消費期限な
ど可変情報をタギング
するビジネス

プライマリー専業
商品ラベルなど、あらか
じめ内容が確定した固
定情報を印刷・提供する
ビジネス

メカトロ
プリンター、保守
サポート、ソフト
ウェア等

サプライ
シール・ラベル等
の消耗品

（注）四捨五入のため、構成比の合計は100％にならない場合あり

価値創造プロセス SATO Corporation
Integrated Report 2026 5グループCEO

メッセージ 価値創造の道筋 価値創造を支える
ガバナンス価値創造プロセス



ビジネスフィールドと拡張領域

コアビジネスから広がる成長領域
　当社は、コアビジネスの収益基盤の強化を進めるとともに、その強み
を活かした新たな成長機会の創出に取り組んでいます。中でも、コアビジ
ネスで培った技術・顧客基盤・知見を活かし、新たな事業機会の創出につ
ながる領域を「拡張領域」と位置付けています。近年は、モノに付与される
情報量の増加やトレーサビリティへの関心の高まりを背景に、個品単位
で対象物の情報を識別・管理する「個品管理」へのニーズが高まっていま
す。また、企業や業界を越えて情報を活用するための「規格化」の重要性
も増しています。当社ではこうした変化を成長機会と捉え、コアビジネス
から派生する4つの戦略テーマに取り組んでいます。

　「Perfect and Unique Tagging（PUT）」とは、あらゆるモノに固有の
IDを付与し、個品単位でリアルとデジタルをつなぐ、高度な情報付与・情
報管理インフラの概念です。モノの正確な管理や社会の安心・安全を支
える基盤づくりに尽力してきたサトーの歩みを、さらに発展させた構想で
あり、前述した戦略テーマを推進するための核になる概念でもあります。
　近い将来、PUTの前提になる個品単位の情報管理インフラが産業界に
浸透することで、まず対象物の状態や履歴が、正確に把握できるようにな
ります。加えて、情報付与のルールや識別コード体系の規格化によって、サ
プライチェーン全体を横断した情報連携が実現します。その結果、医療現

「Perfect and Unique Tagging」構想がめざす未来 場での安全性の確保や、物流・小売業の飛躍的な生産性向上、ロスの少な
い商品生産とトレーサビリティの高度化、さらには循環経済への転換にも
貢献していきます。サトーでは現在、個品管理や規格化に関わる4つの戦
略テーマを優先度の高いソリューションに定め、事業化を推進しています。
　なお、PUT構想の進展により、より高度なサプライ商品やソフトウェア、
保守サポートの提供機会が広がるとともに、将来的にはデータ活用を通
じた新たな価値創出も期待されます。当社はコアビジネスの収益基盤を
強化しながら、PUT構想を中長期的な成長ドライバーとして育成してい
きます。（PUT構想の具体的な取り組みと進捗については「経営戦略」
P.11～13をご覧ください。）

血液・検体SCM
スマートパッケージング

サーキュラーエコノミー
物流DX

PUT構想を支える「個品管理」と「規格化」

	 正確、省力、省資源、安心・安全、環境、感動、Well-being提供価値

情報の質・量向上による

個品管理

Perfect and Unique Tagging

個品単位での情報管理 企業・業界を越えた情報連携

ビジネスエコシステム構築による

市場・業界ごとの規格化

市場機会と戦略テーマ

血液・検体SCM※2

• �血液・検体のトレーサビリティ需要
拡大

• �RFIDを活用した個品管理により、
安全性向上と業務効率化を実現 

スマートパッケージング
• �包装が「保護・表示」から「データ活

用基盤」へ進化
• �ベース事業の自動認識技術とプラ

イマリー専業の包装技術を融合
し、新たな価値を創出

※2 �SCM：サプライチェーンマネジメント

サーキュラーエコノミー
• �環境規制強化を背景に、資源循環

情報の連携・規格化ニーズが拡大
• �静脈物流のトレーサビリティ構築

により、再生資源の品質管理と循
環利用を支援

物流DX※3
• �人手不足に加え、共同物流などサ

プライチェーン高度化を背景に、物
流情報連携と自動化ニーズが拡大

• �現場起点の知見と業界ネットワー
クを活かし、業界横断の物流DXを
推進

※3 DX:デジタルトランスフォーメーション

個品管理 規格化

価値創造プロセス SATO Corporation
Integrated Report 2026 6グループCEO

メッセージ 価値創造の道筋 価値創造を支える
ガバナンス価値創造プロセス




